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リメディアル教育における音声指導を中心にした英語授業実践
－英検３級リスニング問題からCNNシャドーイングにいたるまで－
鈴木 政浩（西武文理大学）

Ⅰ. 音声指導の目的

　「効果的な音声指導」を考える際、まず論ずるべきは音声指導の目的であろう。

　音声指導と言うと、イギリス英語に基準を求めるのか、はたまたアメリカ英語に求めるのかという、発音の質についての議論がある。しかし、我々の身の回りのいわゆるstruggling learnersは、それ以前の段階にいる。oneを[オネ]と発音するような大学生の存在が指摘される一方、ローマ字読みができればまだ良い方であるという大学もある。文字を音声化できない状態では、いくら授業に参加しても内容理解に至ることはできないことは自明であろう。どのような発音を指導するかを論議する以前に、何のために発音指導をするのかを問うべきなのである。
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本授業研究では、授業の対象者をstruggling learnersとし、音声指導の目的を「decoding skillsやprosodyの習得を通じて、comprehensionを成立させる基礎学力形成」と考える。

いくつかの先行研究では、教師のモデル音声がテキストの内容理解には適しているとされる。しかし、文字を音声化できない学習者は少ないとは言えない上に、教科書の進度を考えると丁寧な音声指導はかなりの負担となるのが実状である。そこでコンピュータを使った繰り返し音読により、リスニングにおけるcomprehension能力形成を学習者メインで取り組むプロセスを紹介する（図1）。

Ⅱ. 指導手順（基礎編）

1) 学内イントラネットに個人サーバを立て、メインサーバに認証してもらう。これにより、個人サーバのコンテンツを学内で閲覧できるようになる。

2) 英検3級リスニング問題のtranscriptと音声ファイルをコンテンツとしてアップロードする。

3) 授業はCALL教室を利用。学生はコンテンツにアクセスし、モデル音声を繰り返し聞きながらtranscriptを音読する。transcriptは日本語訳をして内容を理解。訳は提出させ合格者にはスタンプを押して返却する。

4) モデル音声に合わせて同じ速度で音読できるようになった学生は挙手しテストを受ける。

5) テストに合格した学生には、スタンプを押す。同様の手順でNo. 30まで音読練習に取り組む。
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リスニングテストを実施する。

注意事項：学生の中には聞いた音声を正しく再生できない者が必ず存在する。このような自己補正能力の著しく低い学生には、別途個別指導が必要となる。

Ⅲ. 効果測定と結果分析

2008年前期は、3回のリスニングテストを実施した。その平均点の推移を熟達度別に示したのが図2である。図2に基づいて、熟達度別にpre-testとpost-testの平均点に差があるかどうかを二元配置分散分析（2要因2水準混合計画）で検討したところ、有意傾向ながら交互作用が確認された（F (1,28) = 3.759 ( p = .063)）（分散分析表は当日提示）。本来pre-testとpost-testの比較にとどめるべきであるが、参考までに3回のテストを多重比較した結果、下位群ではpost-test＞interim test、post-test＞pre-testで有意な差が確認され、下位群の伸びが顕著であることがわかる（上位群はpost-test＞pre-testのみ有意）。さらにpost-testでは、上位群と下位群の間に有意な差は認められず、下位群が平均点に関しては上位群に追いついている。

Ⅳ. 指導手順（応用編）

　こうした基礎的な音読練習をクリアした学生の中には、さらに高度な活動に取り組むことが可能になる者も少なからず存在する。その他にも、半期の授業終了後、別の選択科目を受講しに来るいわゆる「リピータ」は、より高度な活動に取り組むようになる。たとえば、洋画やCNNの音声に合わせてシャドーイングするといったものである。

1) Transcriptを配布し、内容理解をする。その後単語レベル・語句レベル・文レベルでの音読練習に取り組み、口慣らしをする。

2) 5分間ひたすら繰り返し音読し、読めた語数を計測する。

3) 洋画やCNNの音声を聞きながらシャドーイングに取り組む。

4) シャドーイングの取組はビデオ撮影したり録音したりし、後日鑑賞する。

5) こうしたパフォーマンスを取組のproductsとしてDVDやCDにコピーして配布したり、個人サーバで閲覧したりする。

　こうした取組は、struggling learners出身の学生たちにとって、決してやさしい課題ではない。しかし、ギャラリーの仲間が見守る中収録を終え、声援を受ける姿に学生たちの無限の可能性を見る思いがする。
　音読やシャドーイングの動機づけや集中度を維持させるためには、このようにビデオ撮りなどのゴールを明確にすること、audienceを設定すること、学習成果を確認できるようなproductsを残すことがポイントとなる。

　当日の報告では、授業の様子や個人サーバのコンテンツ、学生のパフォーマンスを上映するとともに、シャドーイング向けの音読練習を体験していただく予定である。
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図.2上位群下位群リスニングテスト平均点の推移





�図1. 音読指導の目的


（音声指導における基礎学力形成）
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